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聖書のことば

　「五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まってい
ると、突然、激しい風が吹いて来るような音が天から聞
こえ、彼らが座っていた家中に響いた。そして、炎のよ
うな舌が分かれ分かれに現れ、一人一人の上にとどまっ
た。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせる
ままに、ほかの国々の言葉で話しだした。…人々は驚き
怪しんで言った。『話をしているこの人たちは、皆ガリ
ラヤの人ではないか。…彼らがわたしたちの言葉で神の
偉大な業を語っているのを聞こうとは。』…しかし、『あ
の人たちは、新しいぶどう酒に酔っているのだ』と言っ
て、あざける者もいた」�（使徒言行録2章1節～13節）
　
　ビックリするような出来事が起きました。語られてい
る言葉が、だれもかれも、自分の故郷の言葉で聞き取れ
た、というのです。グローバルと言われる今の時代に重
宝しそうな、まるで瞬間多言語一斉翻訳機のようです。
聖霊の働き、力によって、ペトロをはじめ使徒たちが福
音宣教を始めた聖霊降臨日、ペンテコステの出来事で
す。ペンテコステとはギリシャ語で50番目を意味しま
す。ユダヤ教の過越祭の50日後、イエスの復活から50
日、教会の誕生日ともいわれます。
　この出来事、何が語られたのでしょう。ナザレのイエ
スこそ神から遣わされた方であり、このイエスによって
救いがもたらされるという「神の偉大な業」が語られた

のです。ところが、語られているのが「神の偉大な業」
であると受けとめるものもあれば、語っている者が「ぶ
どう酒に酔っている」とあざける者もいた、と記されて
います。
　ペトロはそのような人たちに「わたしの言葉に耳を傾
けてください。この人たちは酒に酔っているのではあり
ません。預言者ヨエルを通して言われていることの成就
なのです。」と告げています。
　同じメッセージが語られているのに、です。真理が語
られても、それを真理として受けとめられるかどうかが
肝心です。一人一人の上に、すべての人に霊が注がれ、
そして一人一人に語られる。その語られている言葉にど
れだけ耳を傾けられるか、一人一人の心のあり様が問わ
れています。
　コロナ禍で集まることも難しく、豊かに讃美歌を歌う
こともままならない状況ですが、学校での日々の礼拝も
はなから寝る時間、と決めてかかっている生徒もいれ
ば、宝物が散りばめられている、と顔を上げて過ごす者
もいます。やがて大きな実りとして還ってきます。でも
礼拝でふてくされている生徒も実は心に病み・闇を抱え
ているかもしれません。私たちが心を傾け、その生徒の
心に傾聴できるか、生徒の人生に敬意をもって敬聴でき
るか、問い直す機会ともしたいと思います。
� 〈啓明学院中学校・高等学校宗教主事〉

　

建
学
の
精
神
に
基
づ
い
た
学

校
教
育
の
た
め
に
、
私
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
自
校
の
創
設
者
の

生
き
様
と
志
を
幾
度
と
な
く
確

認
し
て
き
た
の
だ
と
思
う
。
そ

れ
は
同
時
に
、
信
仰
の
創
始
者

で
あ
り
完
成
者
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
の
志
に
立
ち
返
る
私
た
ち
で

あ
ろ
う
と
す
る
努
力
で
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
は
、
社
会

状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

も
、
神
の
こ
と
ば
が
心
の
指
針

と
な
る
よ
う
に
と
、
種
ま
き
を

す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
病

や
死
と
近
い
日
常
を
歩
む
今

は
、
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
た
先
人

た
ち
の
志
を
、
生
き
た
財
産
と

し
て
ま
さ
に
受
け
取
り
な
お
す

べ
き
と
き
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

第
一
は
神
へ
の
信
仰
で
あ

る
。
今
は
信
頼
を
体
験
す
る
こ

と
が
困
難
な
時
代
で
あ
る
。
ア

ニ
メ
や
異
世
界
の
中
で
描
か
れ

る
家
族
愛
や
友
情
の
絆
が
、
大

人
に
も
子
供
に
も
こ
こ
ま
で
感

動
と
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

自
体
が
現
代
の
孤
独
を
象
徴
し

て
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
は
、

信
頼
で
き
る
生
き
た
存
在
に
触

れ
る
機
会
を
祈
り
と
い
う
日
常

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
生

き
る
気
力
を
失
い
か
け
て
い
る

者
を
前
に
す
る
と
き
、
こ
じ
れ

き
っ
た
関
係
性
に
打
つ
手
を
失

う
と
き
、
無
力
感
の
果
て
に
神

へ
の
祈
り
と
い
う
脱
出
の
道
が

あ
る
。
祈
り
と
は
、
学
び
舎
の

中
に
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、

人
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
奇
跡
を

起
こ
す
主
体
と
し
て
、
神
を
招

き
入
れ
る
こ
と
な
の
だ
。
こ
こ

に
信
仰
の
一
歩
が
あ
る
。

　

第
二
に
事
に
対
す
る
希
望
で

あ
る
。
か
つ
て
先
人
た
ち
が
希

望
を
掲
げ
て
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
き
、
多
く
の
場
合
そ
こ
に

あ
っ
た
の
は
展
望
の
見
え
な
い

貧
し
さ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼

ら
は
困
難
な
現
実
に
抗
う
力
の

源
を
、
礼
拝
を
通
し
て
見
出
し

て
い
た
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
に

光
を
生
み
出
す
方
に
希
望
を
置

き
、
自
分
の
な
す
べ
き
こ
と
に

従
事
し
続
け
た
。
そ
し
て
そ
の

先
に
、
神
の
答
え
が
あ
っ
た
。

祈
り
が
応
え
ら
れ
る
と
い
う
体

験
的
原
点
に
創
設
者
た
ち
は
立

っ
て
い
た
。
沿
革
に
お
い
て
彼

ら
が
証
言
し
て
い
る
希
望
と
同

じ
も
の
を
、
私
た
ち
も
学
び
始

め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
も
こ
の
時

代
が
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
期
待

し
て
い
る
の
は
、
愛
の
体
現
で

あ
ろ
う
。
不
安
を
抱
え
て
生
き

て
い
る
大
人
た
ち
の
迷
い
は
、

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
染
し
共
有

さ
れ
て
い
る
。
一
人
一
人
の
存

在
が
神
に
愛
さ
れ
、
生
き
て
い

て
よ
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

こ
と
ば
に
お
い
て
も
行
い
に
お

い
て
も
一
致
し
た
表
現
と
し
て

繰
り
返
し
見
た
い
。
そ
ん
な
願

い
が
私
た
ち
の
心
の
う
め
き
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

心
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
は
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に

示
さ
れ
た
神
の
愛
以
外
に
は
な

い
。
こ
の
愛
に
出
会
い
、
突
き

動
か
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
の

み
、
私
た
ち
は
愛
の
担
い
手
の

一
人
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
本
来
の
使
命
の
一
角
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

〈
玉
川
聖
学
院
学
院
長
、
教
育

同
盟
理
事
〉

安 藤 理恵子

創始者の志を
掲 げ て

　

第
65
回
事
務
職
員
夏
期
学

校
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
７
月
17
日

（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
（
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
10
～

13
時
、
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
13

～
15
時
）。

　

主
題
は
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
で
事
務
職
員
と
し
て
働
く

と
は
？
」
で
、
校
長
に
舟
木

譲
氏
、
主
題
講
演
講
師
に
鈴

木
契
氏
、
牧
師
は
五
十
嵐
成

見
氏
、
特
別
講
義
は
横
山
大

輔
氏
が
就
任
す
る
。

　

教
育
同
盟
事
務
局
よ
り
各

学
校
法
人
理
事
長
・
事
務
局

長
・
事
務
長
宛
に
案
内
書
と

申
込
用
紙
を
近
日
中
に
送

付
、
申
込
締
切
は
６
月
25
日

（
金
）。
な
お
、
教
育
同
盟

Ｈ
Ｐ
「
教
職
員
の
方
へ
」
→

「
同
盟
事
務
局
」
→
「
各
集

会
・
連
絡
事
項
」「
夏
期
行

事
」
に
も
掲
載
す
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

校
長

　
舟
木
讓
（
ふ
な
き
じ
ょ

う
）
氏
　

　

１
９
６
１
年
京
都
市
で
生

ま
れ
る
、
京
都
府
立
洛
東
高

等
学
校
卒
業
後
、
フ
リ
ー
タ

ー
を
経
て
株
式
会
社
便
利
堂

に
印
刷
工
と
し
て
勤
務
。
印

刷
工
時
代
に
受
洗
。
そ
の

後
、
関
西
学
院
大
学
神
学

部
、
同
大
学
院
神
学
研
究
科

を
了
え
て
、
日
本
基
督
教
団

京
都
御
幸
町
教
会
と
神
戸
栄

光
教
会
で
担
任
教
師
、
１
９

９
８
年
か
ら
関
西
学
院
大
学

経
済
学
部
教
員
・
宗
教
主

事
。
２
０
１
９
年
度
よ
り
関

西
学
院
院
長
の
任
に
あ
る
。

教
育
同
盟
理
事
。

主
題
講
演

　
鈴
木
契
（
す
ず
き
け
い
）

氏
　

牧
師
の
家
庭
に
育
ち
、
平

日
は
広
告
代
理
店
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、
日
曜
は
日

曜
学
校
の
校
長
を
し
て
い
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
な
ん
て

「
知
ら
ん
が
な
！
」
と
い
う

気
持
ち
と
ど
う
寄
り
添
う
か

が
人
生
の
テ
ー
マ
で
す
。

牧
師

　
五
十
嵐
成
見
（
い
か
ら
し

な
る
み
）
氏

　

新
潟
県
生
ま
れ
。
青
山
学

院
大
学
、
東
京
神
学
大
学

院
、
聖
学
院
大
学
院
（
博

士
）
修
了
。
複
数
の
教
会
牧

師
を
経
て
現
在
、
聖
学
院
大

学
心
理
福
祉
学
部
准
教
授
・

同
学
部
チ
ャ
プ
レ
ン
。
大
学

生
時
代
の
友
人
と
の
絶
交
及

び
和
解
を
契
機
に
牧
師
を
志

す
。
基
本
的
に
リ
ア
充
な
こ

と
が
好
き
。

特
別
講
義

　
横
山
大
輔
（
よ
こ
や
ま
だ

い
す
け
）
氏

　

ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
・
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
音
楽
宣
教

師
・
ワ
ー
シ
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

・
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
。
ギ

タ
ー
と
歌
の
賛
美
を
も
っ

て
、
神
様
の
愛
と
希
望
と
癒

し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
世
界

中
に
伝
え
る
伝
道
者
。
こ
れ

ま
で
に
７
枚
の
ソ
ロ
Ｃ
Ｄ
を

リ
リ
ー
ス
。
カ
ン
バ
ー
ラ
ン

ド
長
老
教
会
高
座
教
会 

信

徒
宣
教
者
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
立
大
学
フ
ラ
ト
ン
校 

音
楽
学
部
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

学
科
卒
業
。

実
行
委
員

委
員
長
＝
佐
々
木
潤
（
青
山

学
院
）、副
委
員
長
＝
松
田
千

津
子（
東
北
学
院
）、
委
員
＝

青
木
俊
介
（
桜
美
林
学
園
）、

梁
取
瞳
（
立
教
学
院
）、
山

田
園
子
（
捜
真
学
院
）、
竹

森
宏
和
（
同
志
社
）、
大
田

詠
子
（
関
西
学
院
）、
山
本

淳
之
（
西
南
女
学
院
）

※
加
盟
校
動
静
は
３
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

校
長
・
舟
木
、主
題
講
演
・
鈴
木
、牧
師
・
五
十
嵐
、特
別
講
義
・
横
山 

各
氏

主題 「キリスト教学校で事務職員として働くとは？」
７月17日（土）オンラインで開催

第 65 回 事 務 職 員 夏 期 学 校

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
１
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
３
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　

４
月
５
日
（
月
）
募
集
開
始

　

６
月
12
日
（
土
）
締
め
切
り

　

７
月
６
日
（
火
）
助
成
先
発
表

小
お

嵜
ざき

智
とも

通
ゆき

舟木　讓氏

鈴木　契氏

五十嵐成見氏

横山大輔氏
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公
　
募

＜行事予定＞（一部オンライン変更の可能性あり）
６／４～５　第109回定時総会
� （桃山学院大学あべのBDL、オンライン併用）
　　19　　　第66回東日本小学校教職員協議会
� （関東学院六浦小学校、オンライン併用）
７／17　　　第65回事務職員夏期学校（オンライン）
８／３～５　第8回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　９～10　第6回全国災害支援連絡会議
� （日本聖公会仙台基督教会・　　　　　　　
� 南三陸研修センターいりやど）
　　14～17　教員リフレッシュ合宿（奈良県洞川温泉）
　　17～19　第54回全国聖書科研究集会（鎮西学院高校）
　　24　　　第７回全国事務局長・事務長会議（東北学院）
　　25～26　第11回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　27　　　第8回大学新任教員研修会（オンライン）

▽
宮
城
学
院
女
子
大
学

▼
一
般
教
育
部

職�

種
＝
法
学　

准
教
授
又
は

助
教
１
名

採�

用
予
定
日
＝
10
月
１
日

応�

募
締
切
＝
５
月
21
日

問�

合
せ
＝
☎022-279-4698

▽
活
水
女
子
大
学

▼
看
護
学
部
看
護
学
科

職�

種
＝
母
性
看
護
学　

教

授
、
准
教
授
又
は
講
師
２

名
採�

用
予
定
日
＝
９
月
１
日

応�

募
締
切
＝
７
月
30
日

問�

合
せ
＝
☎0957-27-3005

▼
国
際
文
化
学
部
日
本
文
化

学
科

職�

種
＝
国
語
科
教
育
・
日
本

文
学
分
野　

教
授
、
准
教

授
、
講
師
又
は
助
教
１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応�

募
締
切
＝
７
月
30
日

問�

合
せ
＝
☎095-820-6041

▼
健
康
生
活
学
部
生
活
デ
ザ

イ
ン
学
科

職�

種
＝
建
築
環
境
系
分
野　

准
教
授
、
講
師
又
は
助
教

１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日

応�

募
締
切
＝
８
月
16
日

問�

合
せ
＝
☎095-822-4107

▽
女
子
学
院
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
①
理
科
（
生
物
）
②

国
語
科
専
任
教
員
各
１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応�

募
締
切
＝
①
５
月
28
日
②

６
月
８
日

問�

合
せ
＝
☎03-3263-1711

▽
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等

学
校

職�

種
＝
国
語
科
専
任
教
諭
１

名
採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応�

募
締
切
＝
５
月
31
日

問�

合
せ
＝
☎03-3985-2707

▽
横
須
賀
学
院
学
中
学
校
・

高
等
学
校

職�

種
＝
聖
書
科
専
任
教
諭
１

名
採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応�

募
締
切
＝
７
月
19
日

問�

合
せ
＝
☎046-822-3218

▽
青
山
学
院
初
等
部

職�

種
＝
全
教
科
（
担
任
）、
体

育
科
特
別
教
諭
各
１
名

採�

用
予
定
日
＝
22
年
４
月
１

日
応�

募
締
切
＝
６
月
３
日

問�

合
せ
＝
☎03-3409-6897

第
109
回
定
時
総
会
に
向
け
て

新
規
継
続
事
業
に
つ
い
て

　

全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
以
降
、
自
然
災
害
が

起
こ
っ
た
際
、
ど
の
よ
う
に

し
て
児
童
・
生
徒
・
学
生
ら

の
命
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
法
人
が
連
携
を
し
て
危

機
に
対
応
し
て
い
け
る
の

か
、
支
援
の
あ
り
方
、
防
災

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ

た
委
員
会
で
す
。

　

委
員
会
の
発
足
以
降
、
毎

年
、
加
盟
学
校
が
集
ま
り
、

宮
城
県
や
熊
本
県
と
い
っ
た

被
災
地
で
の
学
び
、
神
奈
川

県
横
須
賀
市
や
高
知
県
で
は

地
震
津
波
に
対
し
て
の
防
災

に
関
す
る
研
修
会
を
企
画
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
度
はCovid-19

と
い
う
災
害
級
の
未
曾
有
の

出
来
事
に
対
し
て
、
教
育
現

場
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
、
緊
急
事

態
宣
言
下
で
の
学
校
運
営
だ

け
で
な
く
、
新
年
度
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
の
正
し
い
知

識
や
考
え
方
な
ど
、
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
に
て
、

医
療
の
最
前
線
で
奮
闘
な
さ

っ
て
い
る
感
染
症
の
専
門
家

全
国
災
害
支
援

連
絡
会
議

「
学
内
教
職
員
研
修
会 

講
師
派
遣
制
度
」の 

取
り
組
み
と
課
題

を
お
招
き
し
て
、
最
新
の
知

見
を
伺
う
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

全
国
災
害
支
援
連
絡
会
議

の
全
国
で
の
活
動
の
ほ
か
、

北
海
道
・
東
北
地
区
、
関
東

地
区
、
関
西
地
区
、
西
南
地

区
と
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
そ
れ
ぞ

れ
の
連
絡
会
議
が
置
か
れ
各

　

２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
で
多
く
は
中
止
と
な
っ
た

が
次
の
２
校
は
実
施
さ
れ

た
。

　

草
苑
保
育
専
門
学
校
は
、

山
手
線
・
目
白
駅
か
ら
３
分

と
い
う
好
立
地
に
位
置
す

る
。「
草
苑
学
園
が
キ
リ
ス

ト
教
教
育
を
実
践
す
る
意

味
」
と
題
し
て
研
修
会
が
催

さ
れ
た
。
講
師
の
水
口
洋
先

生
（
玉
川
聖
学
院
理
事
）

は
、
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る

こ
と
の
意
味
、
キ
リ
ス
ト
教

教
育
が
目
指
す
も
の
、
こ
の

教
育
を
実
践
す
る
教
員
に
求

め
ら
れ
る
も
の
等
を
中
心
に

語
ら
れ
た
。

　

感
想
で
は
「
高
校
訪
問

で
、
礼
拝
が
あ
る
こ
と
を
説

明
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
教

師
が
い
る
が
、
む
し
ろ
礼
拝

は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
機

会
で
あ
る
、
と
い
う
一
言
に

自
信
を
与
え
ら
れ
た
」「
学

生
の
表
面
的
な
部
分
を
の
み

見
て
し
ま
い
、
隠
さ
れ
た
本

質
的
な
部
分
を
見
落
と
し
て

地
域
で
の
震
災
や
風
水
害
に

備
え
る
防
災
教
育
の
あ
り

方
、
災
害
時
の
支
援
体
制
の

構
築
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
度
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の

Covid-19
の
感
染
拡
大
の
状

況
に
よ
っ
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン

な
ど
へ
の
変
更
も
あ
り
え
ま

す
が
、
予
定
と
し
て
は
２
０

２
１
年
８
月
９
日
〜
10
日
の

両
日
、
宮
城
県
仙
台
市
、
石

巻
市
、
南
三
陸
町
で
の
研
修

会
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
10
年
を
振
り
返
り
、
ど

の
よ
う
に
し
て
復
興
が
進
ん

で
き
た
の
か
、
多
く
の
尊
い

命
が
犠
牲
と
な
っ
た
石
巻
市

大
川
小
学
校
で
の
防
災
の
学

び
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　

来
た
る
べ
き
有
事
の
た
め

に
、
い
か
に
平
時
に
備
え
て

お
け
る
か
。
平
時
の
備
え
と

し
て
は
正
し
い
知
識
と
必
要

な
備
品
や
物
資
。
そ
し
て
人

間
関
係
、
顔
の
見
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。
全
国
災
害
支

援
連
絡
会
議
の
活
動
が
、
与

え
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
命
を

守
る
取
り
組
み
の
一
助
と
な

り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

�

吉
田
太
郎

〈
立
教
女
学
院
小
学
校
教
頭

・
宗
教
主
任
、
教
育
同
盟
全

国
災
害
支
援
連
絡
会
議
委
員

長
〉

21
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

本
質
的
な
姿
を
早
く
見
つ
け

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
学
生

の
発
達
に
つ
な
が
る
」
と
あ

っ
た
。

　

神
戸
教
育
短
期
大
学
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大
き

な
打
撃
を
受
け
、
立
ち
上
が

っ
た
長
田
地
区
に
位
置
す

る
。「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校

に
お
け
る
人
格
教
育
」
と
題

し
て
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

講
師
の
磯
貝
暁
成
先
生

（
横
浜
英
和
学
院
学
院
長
）

は
、
人
格
教
育
と
は
何
か
、

絶
望
の
先
に
な
お
希
望
を
語

り
続
け
る
こ
と
、
心
を
痛
め

悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
解
放

に
つ
な
が
る
保
育
・
教
育
の

重
要
性
等
に
つ
い
て
語
ら
れ

た
。

　

振
り
返
り
シ
ー
ト
に
は

「
事
業
に
失
敗
し
、
東
日
本

大
震
災
で
伴
侶
と
娘
を
亡
く

し
た
人
の
話
を
さ
れ
た
。
彼

が
絶
望
の
淵
か
ら
蘇
っ
た
の

は『
い
つ
も
一
緒
だ
よ
』と
書

か
れ
た
娘
さ
ん
の
メ
モ
で
あ

っ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
、
イ

エ
ス
の
復
活
も
『
私
は
あ
な

た
の
そ
ば
に
い
る
』
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
な
る
ほ
ど

と
思
っ
た
」「
子
ど
も
に
何

を
身
に
つ
け
さ
せ
て
小
学
校

へ
送
り
出
す
の
か
を
き
ち
ん

と
語
る
こ
と
の
で
き
る
保
育

者
を
育
て
る
、
と
い
う
言
葉

は
保
育
者
を
養
成
す
る
立
場

と
し
て
目
が
覚
め
る
思
い
で

あ
っ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
①
本

制
度
へ
の
応
募
校
を
増
や
す

②
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
現
場

と
の
乖
離
の
問
題
③
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
神
髄
の
伝
達
④

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
い
教
職

員
の
増
加
の
中
で
キ
リ
ス
ト

教
教
育
の
担
い
方
と
協
働
の

あ
り
方
等
が
話
さ
れ
て
い

る
。�

　

小
暮
修
也

〈
明
治
学
院
学
院
長
、
教
育

同
盟
学
内
教
職
員
研
修
会
講

師
派
遣
委
員
会
委
員
長
〉

   

昨
年
中
止
に
な
っ
た
教
員

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
（
以

下
、
合
宿
）
を
２
０
２
１
年

教育者支援ネットワーク主催

2021年度教員リフレッシュ合宿について

８
月
14
日
（
土
）
～
16
日

（
月
）　

奈
良
県
洞
川
温
泉

あ
た
ら
し
や
旅
館
に
て
開
催

を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

（
同
場
所
で
開
催
予
定
の
関

西
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研

究
会
夏
期
合
宿
は
、
16
日

〈
月
〉
～
18
日
〈
水
〉
で
計

画
）。
内
容
に
つ
い
て
は
、

昨
年
中
止
に
な
っ
た
合
宿
内

容
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
つ
も
り

で
し
た
。

　

し
か
し
、
４
月
５
日
よ

り
、
大
阪
府
に
「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
が
発
令
さ

れ
、
合
宿
を
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
合
宿
の
中
止
に
つ

い
て
は
、
教
育
同
盟
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
合
宿
以
外
の
こ
と
で

す
が
、
教
育
者
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
現
在
で
も
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
中
で

す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿
が

開
催
中
止
で
あ
っ
て
も
相
談

で
き
る
体
制
は
整
え
て
お
き

ま
す
。
相
談
窓
口kyouikus

hashien@gmail.com 

で
す
。

折
り
返
し
、
担
当
者
よ
り
返

信
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
紙
面
で
は
、
教
育
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
２

０
２
１
年
度
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
合
宿
の
開
催
を
計
画
し
た

趣
旨
だ
け
を
の
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
合
宿
中
止
の

場
合
で
も
問
題
提
起
と
し

て
、
受
け
止
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
０
２
１
年
度
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
合
宿
開
催
を
計
画
し

た
趣
旨

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
先
の

見
え
な
い
不
安
」
は
、
学
校

現
場
で
の
教
員
に
も
増
大
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

今
、
多
く
の
こ
と
を
抱
え

込
み
、
忙
し
く
働
き
、
様
々

な
こ
と
で
悩
み
考
え
て
い
る

教
員
が
ど
の
学
校
で
も
少
な

く
な
い
の
が
実
情
で
す
。
さ

ら
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
「
不

安
」
は
、
学
校
現
場
で
様
々

な
悩
み
、
問
題
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
、
生
徒
の
み
な
ら

ず
、
各
学
校
現
場
全
体
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
コ
ロ

ナ
を
正
し
く
畏
れ
、
万
全
の

感
染
対
策
を
と
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
と
き
に
こ
そ
、「
不

安
」
を
解
消
す
る
た
め
、
対

面
で
す
ご
す
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
経
験
豊
か
な

ス
タ
ッ
フ
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
同
じ
仲
間
と
共
に
、
自

然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
時
間
を

か
け
、
生
活
を
共
に
す
る
。

互
い
に
話
し
合
い
、
じ
っ
く

り
考
え
、
自
分
を
振
り
返

る
、
そ
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
、
学
校
現
場
に
戻
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

�

長
谷
川
洋
一

〈
大
阪
女
学
院
副
理
事
長
、

教
育
同
盟
教
育
者
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
委
員

長
〉

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
は

一
年
以
上
に
渡
り
、
２
０
２

０
年
11
月
に
予
定
し
て
い
た

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
懇
話
会

も
今
年
11
月
に
延
期
に
し
ま

し
た
。
こ
の
間
コ
ロ
ナ
禍
は

皮
肉
に
も
改
善
を
後
回
し
に

し
て
き
た
日
本
社
会
の
弱
点

や
教
育
界
の
遅
れ
を
表
面
化

し
ま
し
た
。
大
学
規
模
に
よ

る
収
容
定
員
充
足
率
の
小
規

模
校
で
の
相
対
的
な
低
下
傾

向
や
、
昨
年
度
か
ら
続
く
私

立
大
学
入
試
志
願
者
数
の
全

国
的
な
減
少
加
速
、
地
方
経

済
の
低
迷
、
賃
金
と
世
帯
間

の
格
差
拡
大
な
ど
、
中
小
規

模
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
気
に
加

速
し
ま
し
た
。
一
方
で
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
は
デ
ジ
タ
ル
化

を
速
め
る
正
の
効
果
も
あ

り
、
文
科
省
の
補
助
に
よ
る

学
内W

i-Fi

整
備
が
進
ん
だ

大
学
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

私
学
振
興
・
共
済
事
業
団

の
経
営
判
断
指
標
分
析
を
見

る
と
、
経
営
改
善
を
要
す
る

中
小
規
模
学
校
も
増
え
、
教

学
内
容
と
私
学
財
務
内
容
は

喫
緊
の
改
善
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
同
盟
加
盟
校
は
キ

リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
建
学

の
精
神
を
共
通
項
と
し
て
持

っ
て
い
ま
す
。
礼
拝
と
キ
リ

ス
ト
教
関
連
分
野
の
連
携
や

協
力
分
野
は
同
盟
事
業
の
要

の
活
動
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
将
来
、
大
学
進

「
中
小
規
模
学
校
法
人
の

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

つ
い
て

学
率
は
頭
打
ち
と
な
り
、
18

歳
人
口
は
10
年
後
に
は
２
０

２
０
年
度
に
く
ら
べ
14
万
人

程
度
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
小
規
模
学
校

法
人
の
連
携
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
目
的
は
、
加
盟
校
間

で
新
た
な
連
携
協
力
関
係
を

広
げ
強
化
策
を
探
る
こ
と
で

す
。

　

昨
年
11
月
の
第
１
０
８
回

同
盟
総
会
（
桜
美
林
大
学
で

開
催
）
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
桜
美
林
学
園
に
よ
り
18

歳
人
口
減
少
に
向
け
た
講
演

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
交

流
、
教
職
員
の
紹
介
事
業
、

財
務
状
況
の
改
善
に
向
け
た

「
シ
ェ
ア
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」

案
な
ど
、
定
員
確
保
と
財
務

課
題
の
本
格
的
な
議
論
は
、

教
学
、
財
務
面
で
の
新
し
い

視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
早
急

な
対
応
を
迫
ら
れ
る
の
は
、

特
に
中
小
規
模
大
学
で
す
。

同
盟
加
盟
の
各
学
校
法
人
の

自
助
努
力
に
加
え
、
同
盟
の

役
割
、
加
盟
校
間
の
連
携
と

協
力
を
探
る
た
め
、
法
人
・

大
学
管
理
職
（
理
事
長
、
学

長
、
事
務
局
長
な
ど
）
を
対

象
と
し
て
十
分
な
時
間
を
討

議
に
あ
て
た
懇
話
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

会
場
は
立
教
大
学
、
11
月

29
日
（
月
）
９
時
か
ら
16
時

ま
で
。
講
演
者
は
弘
前
学
院

大
学
前
学
長
の
吉
岡
利
忠
先

生
、
敬
和
学
園
大
学
学
長
の

山
田
耕
太
先
生
を
予
定
し
て

い
ま
す
。�

湯
口
隆
司

〈
活
水
学
院
院
長
・
活
水
女

子
大
学
学
長
、
教
育
同
盟
中

小
規
模
学
校
法
人
の
連
携
協

力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

委
員
会
委
員
長
〉
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教
員
免
許
状 

更
新
講
習
に
つ
い
て

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る

　

本
講
習
は
キ
リ
ス
ト
教
学

校
の
よ
り
良
い
理
解
の
た
め

に
一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
が
開
講
す

る
教
員
免
許
状
更
新
講
習
で

す
。
受
講
を
機
会
に
加
盟
校

教
員
な
ら
び
に
キ
リ
ス
ト
教

学
校
教
育
に
携
わ
る
教
員

が
、
近
年
の
キ
リ
ス
ト
教
学

校
や
児
童
・
生
徒
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
建
学
の
理
念

の
担
い
手
で
あ
る
た
め
に
必

要
な
知
識
と
資
質
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
今

後
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

申
込
み
か
ら
修
了
確
認
試

験
ま
で
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
講
習
は
期
間
中
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
受
講
で
き
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
中
断
・
再
開

・
反
復
が
可
能
で
す
。

　

講
習
は
①
必
修
領
域
（
６

時
間
以
上
）
に
選
択
必
修
領

域
（
６
時
間
以
上
）
③
選
択

領
域
（
18
時
間
以
上
）、
併

せ
て
30
時
間
以
上
受
講
・
修

了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
教
育
同
盟
が
提

供
す
る
講
習
は
選
択
必
修
領

域
「
子
ど
も
の
発
達
の
理
解

と
実
際
」
１
講
座
、
選
択
領

域
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
存

立
基
盤
と
そ
の
意
義
」「
教

師
が
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る

か
～
教
師
の
自
己
理
解
と
資

質
能
力
の
向
上
」「
す
べ
て

の
子
ど
も
の
心
と
か
ら
だ
を

育
て
、
支
え
る
生
活
臨
床
―

睡
眠
を
中
心
と
し
た
生
活
の

立
て
直
し
―
」
お
よ
び
「
子

ど
も
の
発
達
の
理
解
と
実

際
」
の
４
講
座
計
24
時
間
で

す
（
選
択
必
修
領
域
「
子
ど

も
の
発
達
の
理
解
と
実
際
」

は
選
択
領
域
と
重
複
し
て
い

る
の
で
、
い
ず
れ
か
の
領
域

を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま

す
）。
な
お
、
必
修
領
域

「
教
育
の
最
新
事
情
」（
桜

美
林
大
学
の
提
供
す
る
講

座
）
６
時
間
も
併
せ
て
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

受
講
要
件
の
合
計
30
時
間
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
教
育
同
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

に
よ
る
教
員
免
許
状
更
新
講

習
」
の
ペ
ー
ジ
か
本
記
事
の

囲
み
案
内
に
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

受
講
を
お
考
え
の
方
の
参

考
に
、
以
下
に
２
０
２
０
年

度
受
講
者
の
感
想
を
掲
載
し

ま
す
。受

講
者
の
声

講
義
に
感
動
の
涙

　

「
あ
れ
、
今
年
は
免
許
更

新
？
」
と
気
付
い
た
の
が
、

６
月
で
し
た
。
急
い
で
近
隣

の
大
学
で
講
習
を
探
し
ま
し

た
が
、
あ
い
に
く
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
「
今
年
度
の
実
施
は

見
合
わ
せ
ま
す
」
と
の
大
学

が
多
く
、
受
講
の
た
め
に
遠

方
ま
で
行
く
こ
と
も
で
き

ず
、
困
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
聖
書
科
の
先
生
の
勧
め

で
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育

同
盟
お
よ
び
桜
美
林
大
学
の

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

自
宅
や
勤
務
先
（
私
は
学

校
の
机
）
で
、
好
き
な
時
間

帯
に
好
き
な
講
座
か
ら
自
分

の
ペ
ー
ス
で
受
講
で
き
る
、

テ
ス
ト
前
に
自
信
が
な
い
所

は
も
う
一
度
視
聴
で
き
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
で
外
出
自
粛
を

求
め
ら
れ
る
中
で
、
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
強
み
や
恩
恵
を
実

感
し
ま
し
た
。
テ
ス
ト
も
１

人
に
な
れ
る
環
境
を
見
繕
っ

て
、
落
ち
着
い
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
結
果
が
す
ぐ
に

わ
か
る
の
も
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
ね
。
結
局
、
夏
休
み

に
３
週
間
ほ
ど
か
け
て
、
講

習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

な
に
よ
り
、
あ
の
教
員
免

許
状
更
新
講
習
で
、
ま
さ
か

50
過
ぎ
の
お
じ
さ
ん
が
泣
き

な
が
ら
受
講
す
る
と
は
、
自

分
で
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
ど
の
講
座
（
講
師
）

で
涙
し
た
か
は
秘
密
で
す

が
、
何
人
か
の
講
師
の
方
の

話
で
は
、
思
わ
ず
途
中
で
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
受
講

を
迷
っ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
受

講
し
て
確
認
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。　

　

ま
た
、
普
段
の
業
務
に
紛

れ
て
、
な
か
な
か
考
え
る
機

会
の
な
い
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
成
り
立
ち
や
教
育
的
使
命

を
振
り
返
る
機
会
に
、
今
日

的
な
話
題
に
つ
い
て
は
キ
リ

ス
ト
教
主
義
学
校
以
外
に
お

勤
め
の
先
生
に
も
見
て
欲
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
お

勧
め
で
す
。�

前
田
康
臣

〈
広
島
女
学
院
中
学
高
等
学

校
教
諭
〉

　
　
　
　
　

☆

　

今
回
初
め
て
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
の
教
員
免

許
状
更
新
講
習
を
受
講
し
ま

し
た
。
各
回
の
講
義
の
開
始

時
に
流
れ
る
音
楽
に
心
を
静

め
、
集
中
し
て
臨
む
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ど
の
講
義
も
興
味
深
く
、
貴

重
な
学
び
の
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

（
匿
名
）

●�

　

モ
ル
フ
ィ
は
１
８
９
３
年
（
明
治
26

年
）
に
名
古
屋
英
和
学
校
（
現
在
の
名
古

屋
学
院
）
に
赴
任
し
て
、
15
年
間
日
本
に

滞
在
し
た
。
学
校
で
は
宗
教
・
英
語
・
音

楽
を
教
え
る
温
厚
な
教
師
で
あ
っ
た
。

　

１
８
９
９
年
（
明
治
32
年
）
旭
郭
の
松

坂
楼
で
働
い
て
い
た
「
小
六
」（
本
名
・

佐
野
ふ
で
）」
が
矢
場
町
の
名
古
屋
美
普

教
会
に
モ
ル
フ
ィ
を
頼
っ
て
逃
げ
込
ん
で

き
た
。
小
六
の
自
由
廃
業
を
実
現
さ
せ
、

遊
郭
解
放
運
動
の
筋
道
を
築
き
た
い
と
彼

の
信
仰
心
は
燃
え
上
が
っ
た
。
名
古
屋
地

裁
で
裁
判
に
勝
訴
。
全
国
で
初
め
て
自
由

廃
業
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
遊
郭
事
業

主
た
ち
の
反
対
に
あ
い
小
六
は
訴
訟
を
取

り
下
げ
て
し
ま
っ
た
。
１
９
０
０
年
（
明

治
33
年
）
英
和
学
校
を
退
職
。
瓦
町
の
伝

道
所
と
長
島
町
の
名
古
屋
第
一
美
普
教
会

の
専
任
牧
師
に
な
り
、
廃
娼
運
動
を
本
格

化
さ
せ
て
い
っ
た
。
彼
の
奮
闘
ぶ
り
は
新

聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
た
。
遊
郭
業
者
に
雇

わ
れ
た
暴
力
団
と
の
乱
闘
事
件
に
も
発
展

す
る
が
、
彼
は
怯
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。

愛
知
県
下
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
「
矯
風

会
」
を
組
織
し
、
救
世
軍
の
山
室
軍
平
も

立
ち
上
が
っ
た
。
日
本
全
国
に
遊
女
の
自

由
廃
業
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
モ

ル
フ
ィ
は
「
廃
娼
運
動
の
父
」
と
た
た
え

ら
れ
た
。
廃
娼
運
動
に
よ
っ
て
自
由
を
得

た
女
性
は
明
治
42
年
ま
で
に
２
５
５
９
名

に
達
し
た
。

　

１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
帰
米
。
そ

の
後
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
諸
州
で
牧
師
と

し
て
活
躍
。
日
系
人
子
弟
の
教
育
や
第
二

次
大
戦
後
に
日
本
駐
留
米
兵
と
日
本
人
女

性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
孤
児
の
養
子
縁
組

活
動
に
尽
力
し
た
。
１
９
６
７
年
（
昭
和

42
年
）
98
才
で
祝
福
の
中
、
天
に
召
さ
れ

た
。

�

大
薮
博
康

〈
名
古
屋
学
院 

名
古
屋
中
学
校
・
高
等

学
校
宗
教
部
長
〉

２
０
２
０
年
度
教
職
員

就
職
支
援
状
況
報
告

　

20
年
度
の
登
録
者
数
は
34

名
（
19
年
度
32
名
）、
加
盟

校
へ
の
就
職
決
定
報
告
者
は

５
名
（
19
年
度
７
名
）
で
、

公
募
件
数
（
本
紙
お
よ
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）
は
、
延
べ
３

６
５
件
（
19
年
度
３
８
６

件
）
で
あ
っ
た
。

加
盟
校
動
静

新
年
度
動
静

（
４
月
20
日
ま
で
に
文
書
で

の
報
告
分
。
前
年
度
未
掲
載

分
も
含
む
。
敬
称
略
）

〈
新
規
開
校
〉

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
短

期
大
学
部　

学
長
＝
大
森
昭

生
〒371-0034

群
馬
県
前
橋

市
昭
和
町3-7-27

☎027-
231-8286

〈
校
名
変
更
〉

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
→

鎮
西
学
院
大
学

松
山
城
南
高
等
学
校
→
松
山

学
院
高
等
学
校

〈
閉
校
〉

プ
ー
ル
学
院
短
期
大
学

〈
人
事
〉

北
星
学
園　

事
務
局
長
＝
山
本
一
博

遺
愛
学
院

事
務
長
＝
辻
村
昌
彦

酪
農
学
園

大
学
学
長
＝
堂
地
修

弘
前
学
院　

大
学
学
長
＝
藁
科
勝
之

宮
城
学
院　

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

平
林
健

東
北
学
院　

榴
ケ
岡
高
等
学
校
校
長
＝
河

本
和
文

山
形
学
院　

高
等
学
校
校
長
＝
石
川
学

新
島
学
園　

事
務
局
長
＝
萩
原
裕
子

聖
望
学
園　

事
務
長
＝
高
瀬
恵
治
（
20
年

７
月
１
日
付
）

三
育
学
院

理
事
長
＝
稲
田
豊
、
院
長

（
三
原
キ
ャ
ン
パ
ス
）
＝
島

田
真
澄
、
広
島
三
育
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
・
大
和
小

学
校
校
長
＝
北
林
聡
、
沖
縄

三
育
中
学
校
・
小
学
校
校
長

＝
増
田
敦
、
横
浜
三
育
小
学

校
校
長
＝
小
原
義
信
、
広
島

三
育
学
院
小
学
校
校
長
＝
落

合
均

東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園　

理
事
長
＝
朝
岡
勝

青
山
学
院　

中
等
部
部
長
＝
上
野
亮

普
連
土
学
園　

事
務
長
＝
原
田
美
代
子

自
由
学
園　

最
高
学
部
学
部
長
＝
高
橋
和

也
、
男
子
部
中
等
科
校
長
＝

佐
藤
史
伸
、
女
子
部
中
等
科

校
長
＝
更
科
幸
一

啓
明
学
園　

初
等
学
校
校
長
＝
佐
川
康
博

香
蘭
女
学
校

理
事
長
＝
棟
近
稔
（
20
年
７

月
11
日
付
）

明
治
学
院　

事
務
局
長
＝
櫛
田
健
一

日
本
聾
話
学
校　

理
事
長
＝
梅
津
順
一
、
事
務

長
＝
大
森
幹
之

桜
美
林
学
園　

理
事
長
＝
小
池
一
夫
、
法
人

本
部
長
＝
後
藤
彰
寬

立
教
学
院　

理
事
長
＝
戸
井
田
和
彦
（
20

年
９
月
25
日
付
）、
立
教
大

学
総
長
＝
西
原
廉
太
、
立
教

小
学
校
校
長
＝
田
代
正
行

立
教
女
学
院　

理
事
長
＝
大
澤
眞
木
子
、
小

学
校
校
長
＝
児
玉
純

聖
学
院　

事
務
局
長
＝
安
藤
守
、
中
学

校
・
高
等
学
校
校
長
＝
伊
藤

大
輔

聖
路
加
国
際
大
学　

理
事
長
＝
佐
々
木
新
一

東
京
女
子
大
学　

事
務
局
長
＝
安
藤
由
起
美

（
20
年
12
月
１
日
付
）

東
京
神
学
大
学　

理
事
長
＝
近
藤
勝
彦
（
20
年

６
月
１
日
付
）

東
洋
英
和
女
学
院　

院
長
＝
増
渕
稔
（
20
年
11
月

１
日
付
、
理
事
長
兼
任
）

平
和
学
園　

事
務
長
＝
小
川
厚
史
（
20
年

10
月
１
日
付
）、
小
学
校
校

長
＝
橘
明
子

和
泉
短
期
大
学　

理
事
長
＝
伊
藤
忠
彦
（
20
年

６
月
15
日
付
）

関
東
学
院　

理
事
長
＝
規
矩
大
義　

事
務

局
長
＝
小
松
原
光
裕
、
大
学

学
長
＝
小
山
嚴
也
、
中
学
校

・
高
等
学
校
校
長
＝
森
田
祐

二
、
六
浦
小
学
校
校
長
＝
松

田
和
憲
（
学
院
長
兼
任
）

聖
ス
テ
パ
ノ
学
園　

事
務
長
＝
佐
藤
雅
美

横
浜
英
和
学
院　

事
務
長
＝
立
花
慎
一

横
浜
共
立
学
園　

事
務
局
長
＝
西
山
剛
博

敬
和
学
園　

高
等
学
校
校
長
＝
小
田
中
肇

山
梨
英
和
学
院　

山
梨
英
和
大
学
学
長
＝
朴
憲

郁
（
院
長
兼
務
）

清
水
国
際
学
園　

理
事
長
＝
平
等
民
雄

金
城
学
院

学
院
長
＝
小
室
尚
子
（
大
学

学
長
兼
任
）

名
古
屋
学
院

学
院
長
＝
横
山
良
樹

名
古
屋
学
院
大
学　

事
務
局
長
＝
山
田
隆

愛
農
学
園

農
業
高
等
学
校
校
長
＝
村
上

守
行

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園　

事
務
長
＝
山
﨑
直
（
21
年
１

月
１
日
付
）

同
志
社　

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
校

長
＝
中
村
久
美
子

梅
花
学
園　

梅
花
中
学
校
・
高
等
学
校
校

長
＝
六
室
匡
司

桃
山
学
院　

教
育
大
学
学
長
＝
中
西
正
人

大
阪
女
学
院　

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
＝

丹
羽
朗

プ
ー
ル
学
院　

理
事
長
＝
磯
晴
久
、
中
学
校

・
高
等
学
校
校
長
＝
安
福
朗

日
ノ
本
学
園　

姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学
学
長

＝
勝
木
洋
子
（
20
年
11
月
１

日
付
）

関
西
学
院　

理
事
長
＝
村
上
一
平
、
事
務

局
長
＝
藤
田
忠
弘
、
千
里
国

際
中
等
部
・
高
等
部
校
長
＝

萩
原
伸
郎

神
戸
女
学
院　

大
学
学
長
＝
中
野
敬
一

頌
栄
保
育
学
院　

事
務
局
長
＝
東
弘
彦

八
代
学
院　

神
戸
国
際
大
学
附
属
高
等
学

校
校
長
＝
杉
之
内
裕

広
島
女
学
院　

院
長
・
大
学
学
長
＝
三
谷
高

康
、
事
務
局
長
＝
海
田
智
浩

松
山
東
雲
学
園　

事
務
局
長
＝
山
内
司

福
岡
女
学
院　

院
長
＝
阿
久
戸
光
晴
、
大
学

・
大
学
短
期
大
学
部
学
長
＝

伊
藤
文
一
、
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
＝
重
枝
一
郎

西
南
女
学
院　

大
学
・
大
学
短
期
大
学
部
学

長
＝
浅
野
嘉
延

鎮
西
学
院　

大
学
学
長
＝
姜
尚
中

長
崎
学
院　

長
崎
外
国
語
大
学
学
長
＝
姫

野
順
一

ユリシーズ・グランド・モルフィ

名古屋学院

（1869〜1967）

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
が

可
能
で
す
。

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
21
年
度
申
込
受
付
＝
２
月
16
日
〜
22
年
３
月
30
日

・
受
講
開
始
＝
４
月
16
日

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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読後 ｢書き込みひろば｣

　読者の皆さんが感じたことを自由
に書き込んでいただける寄せ書きの
場です。より良い本紙作りの参考に
もさせていただきます。https://ti
nyurl.com/rj8z6u2yか下記Ｑ
Ｒコードにアクセスして
ください（書き込み可能
は5月31日まで）。

A：きっと、それは私たちがいるからです。

　数年前、聖書の授業を担当したばかりの頃、よ

く生徒たちから言われたのは、「聖書の先生なの

に…」というフレーズでした。

　ある時、創世記第４章の「カインとアベル」を

わかりやすく伝えるため、私自身が10代の頃の話

をしました。それは自分も弟を羨ましく思って大

喧嘩をした挙げ句、弟がケガをして病院に運ばれ

たという趣旨の話でした。ところが、翌週には

「聖書の先生なのに、上野は弟を殺した」となっ

ていました。こちらの伝え方が悪かったかもしれ

ません。しかし、私たちは聖書を教える教師やク

リスチャン、「神さま」に対して、そもそも何か

しらのイメージや先入観があります。

　詩編第103編をもとにした『主は良いお方』(長

沢崇史氏)という賛美があります。ステキな賛美

歌です。主なる神さまが「長らえる限り良いもの

に満ち足らせ」てくださる方であることに間違い

はありません。けれども、その「良さ」に対し

て、私たち自身はどうでしょうか。

　聖書の人間理解は、罪ある存在です。もちろ

ん、創世記第1章には、神に似せて造られた人間

を含めて、神さまが創造された世界をご覧になっ

て「極めて良かった」と言われます。けれども、

神に造られた人間が、神に背いて罪を犯してしま

うのです。人間を造った「神さまのせい？」とも

考えられますが、神は愛ゆえに人間に自由意志を

与えられます。

　歴史を学び、宗教と戦争との結びつきを学んだ

者にとっては、神との関わりにおいて、「なぜ争

いがなくならないのか」と問いただしたくなりま

す。確かに、自己肯定感の低い若者の心を守るこ

とは大事です。自分が愛されていることに気づけ

ず、罪を見つめられるほど強くない若い世代で

す。しかし、特に青年期などは、安易な全面肯定

は、かえって相手を苦しめることがあります。自

分自身の罪深さに気づいているからです。だから

こそ、罪から救われる主の「良さ」が重要です。

　この問いは、「平和を実現する人々は幸いであ

る」という主イエスの山上の説教の御言葉と響き

合います。罪人であるが、そこから救われ、平和

をつくる者としての存在が、この世界に求められ

ているからです。罪ある人間の姿と真剣に向き合

いつつも、神の「良さ」に信頼し、平和を実現す

る人々を世に送り出します。その使命がキリスト

教学校にあります。

―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａ

「神さま」がいるなら、
なぜ争いや戦争がなくならないのですか？

上 野 峻 一
（明治学院高等学校聖書科教諭）

　

昨
年
創
立
１
１
０
年
を
迎

え
た
教
育
同
盟
は
、
現
在
の

西
早
稲
田
に
事
務
局
を
移
し

て
既
に
50
年
経
過
し
て
い

る
。
事
務
局
内
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
資
料
は
膨
大
で
、
時

代
の
様
子
を
知
る
貴
重
な
内

容
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
現

在
事
務
局
内
の
資
料
整
理
を

進
め
て
い
る
こ
と
は
、
２
０

２
０
年
10
月
発
行
の
本
紙
７

３
７
・
７
３
８
合
併
号
で
も

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
今
回
は
、
現
在
ま
で
の

進
行
状
況
に
つ
い
て
、報
告

し
た
い
。

　

多
く
の
資
料
は
封
筒
な
い

し
は
包
み
紙
に
入
れ
て
積
ん

で
あ
る
だ
け
の
状
態
で
あ
っ

た
（
写
真
１
）。
ま
た
、
多

数
の
在
庫
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
て
い
る
印
刷
物
も
多

く
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か

も
把
握
で
き
て
い
な
い
状
況

だ
っ
た
。
昨
年
度
よ
り
計
画

的
に
事
務
局
内
の
資
料
整
理

を
進
め
て
お
り
、
所
蔵
資
料

リ
ス
ト
の
作
成
を
ほ
ぼ
終
え

て
、
史
料
の
全
体
像
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
資

料
点
数
と
し
て
は
３
５
０
０

点
余
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
し

か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
資
料

も
多
数
あ
り
、
貴
重
資
料
を

ど
の
よ
う
に
保
管
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

２
０
２
０
年
11
月
か
ら
は
資

料
保
管
に
関
す
る
専
門
家
に

週
一
回
来
て
い
た
だ
き
、
保

管
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
ず
一
部
資
料
に
つ
い

て
、
脱
酸
処
理
と
傷
み
の
激

し
い
資
料
の
補
修
を
実
施
し

た
。
出
版
物
を
は
じ
め
、
一

般
に
使
わ
れ
て
い
た
紙
は
酸

性
紙
だ
っ
た
た
め
、
年
を
経

る
と
と
も
に
酸
化
が
進
み
、

紙
質
が
劣
化
し
て
い
く
傾
向

に
あ
る
。
教
育
同
盟
所
蔵
の

資
料
や
書
籍
に
つ
い
て
は
今

回
１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
の

も
の
を
中
心
に
、
脱
酸
処
理

を
施
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

紙
質
が
中
性
化
し
、
手
触
り

も
以
前
よ
り
は
し
な
や
か
に

な
り
、
紙
資
料
と
し
て
の
延

命
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
例
え
ば
、
教
育
同
盟
に

保
管
さ
れ
て
い
る
最
古
の
資

料
の
１
つ
で
あ
る
『
第
八
回

総
会
記
録
』（
１
９
１
８
年

・
大
正
７
年
）
や
『
第
九
回

総
会
記
録
』（
１
９
１
９
年

・
大
正
８
年
）
は
傷
み
が
激

し
く
表
紙
が
破
損
す
る
な

ど
、
と
て
も
現
状
で
は
閲
覧

す
る
の
が
難
し
い
状
態
だ
っ

た
が
、
今
回
職
人
の
手
に
よ

り
和
紙
を
貼
っ
て
綺
麗
に
製

本
し
て
も
ら
え
た
（
写
真

２
）。
ま
た
、
今
回
脱
酸
処

理
を
施
せ
な
か
っ
た
資
料
に

つ
い
て
は
、
中
性
紙
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
資
料
保
存
箱
へ

と
移
し
（
写
真
３
）、
劣
化

を
遅
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

定
期
的
に
発
行
さ
れ
て
い

る
印
刷
物
の
製
本
化
も
行
っ

た
。
加
盟
学
校
名
簿
は
今
回

新
た
に
１
９
９
９
年
か
ら
昨

年
度
ま
で
の
も
の
を
製
本
し

（
写
真
４
）、
こ
れ
で
１
９

４
８
年
度
か
ら
２
０
２
０
年

度
ま
で
の
も
の
全
て
が
分
冊

で
合
本
化
さ
れ
た
。
戦
後
の

教
育
同
盟
加
盟
校
の
推
移
を

知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
が

今
回
製
本
さ
れ
た
こ
と
で
、

非
常
に
見
や
す
く
な
っ
た
。

新
聞
も
製
本
化
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
第
６
９
０
号
（
２
０

０
６
年
１
月
）
以
降
の
分
を

製
本
す
る
こ
と
で
、
保
存
に

適
し
た
状
態
と
な
っ
た
。
教

育
同
盟
の
新
聞
（
本
紙
）
は

『
基
督
教
教
育
新
聞
』
第
１

号
（
１
９
４
７
年
11
月
）
以

来
ほ
ぼ
月
刊
で
発
行
さ
れ
続

け
て
い
る
。
教
育
同
盟
の
活

動
を
概
観
で
き
る
基
礎
資
料

の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
こ
う

し
て
閲
覧
し
や
す
く
な
っ
た

こ
と
で
、
教
育
同
盟
の
近
年

ま
で
の
歩
み
を
容
易
に
見
返

す
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
は
、
保
存
箱
に
詰
め

直
し
移
動
し
た
資
料
の
保
管

場
所
の
確
定
と
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
資
料
リ
ス
ト
の
再
編

作
業
を
行
い
、
年
度
内
で
資

料
を
閲
覧
し
や
す
く
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。

�

辻　

直
人

〈
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
研

究
員
、
前
「
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
百
年
史
」
編
纂

委
員
〉

写
真
２
・
補
修
さ
れ
た
『
第
八
回
総
会
記
録
』　

写
真
１
・
従
来
の
保
存
状
態　

写
真
３
・
資
料
保
存
箱
に
よ
る
保
管　 写

真
４
・
加
盟
学
校
名
簿
の
製
本　

拡
大
で
７
県
の
蔓
延
防
止
重

点
措
置
、
さ
ら
に
４
都
府
県

の
緊
急
事
態
宣
言
と
な
り
ま

し
た
。
新
た
な
状
況
、
課
題

に
取
り
組
む
学
校
現
場
の
ご

苦
労
、
教
育
・
研
究
の
困
難

を
思
い
ま
す
。
学
生
生
徒
児

童
へ
の
影
響
や
ス
ト
レ
ス
、

教
職
員
の
疲
労
も
増
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

21
年
度
の
行
事
予
定
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
６
月

の
定
時
総
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
の
開
催
で
す
。
今
夏

の
研
修
会
等
は
多
く
が
対
面

を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
又
は
併

用
開
催
を
含
め
て
部
会
・
委

員
会
で
再
検
討
し
て
い
ま

す
。
案
内
要
項
の
発
送
、
Ｈ

Ｐ
掲
載
を
お
待
ち
下
さ
い
。

　

同
盟
の
事
業
と
し
て
特
色

あ
る
教
員
免
許
状
更
新
講
習

の
説
明
と
感
想
を
掲
載
し
ま

し
た
（
３
面
）。
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
と
い
う
受
講
の
し
易
さ

は
勿
論
、
講
義
内
容
は
出
来

れ
ば
加
盟
校
の
全
教
職
員
に

視
聴
し
て
い
た
だ
き
た
い
程

で
す
。
免
許
状
更
新
の
皆
様

に
、
是
非
受
講
を
お
薦
め
し

ま
す
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
教
職
員
を
志
望
す
る
就
職

支
援
登
録
制
度
は
同
盟
の
使

命
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
員

志
願
者
数
は
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
加
盟
校
の
卒
業
生
や

教
会
員
・
求
道
者
を
応
募
資

格
と
す
る
こ
の
制
度
の
活
用

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

事
務
局
長

※
公
募
欄
は
２
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

教
育
同
盟
史
資
料
整
理
の
状
況

　

目
に
鮮
や
か
な
新
緑
は
命

の
輝
き
と
喜
び
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
は

長
期
化
し
、
変
異
株
感
染
の


